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・過疎化が進む地域にリノベーションを起こす拠点として、人々が気軽に利用できるカフェ・ワークスペースなどコミュニティの場を整備。
・屋根の高さを抑えながらの広い軒下スペースは美しい自然と風と光を肌で感じられる場所に。直射や雨から建物を守り、長持ちできることも考慮。
・鹿児島県産の木材を多く利用することで地域の森林が健全なサイクルで育成され、輸送時のCO2排出量も抑えることで脱炭素化にも配慮しました。

「木とふれあう複合施設　椋 -ムクノキ -」　南九州市川辺町 竣工 2024年3月 設計・施工 marukawa-マル川建設株式会社-
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令和６年度定時総会　～新体制での事業が始まる～

令和６年度定時総会
青年部会 部会長　挨拶
新任の委員長より
仕事は志事　＊先輩たちの働く姿＊
ちょっと一息　＊ためになる言葉＊
新たな仲間の紹介

青年部会 部会長　挨拶

　令和６年４月、内村明高青年部会長新体制で最初の事業となる定時総会が鹿児島

市にて開催されました。令和５年度の事業報告並びに決算報告がされたのに続いて

令和６年度の事業計画と予算案が示され、無事承認されました。今回は委任状参加

含めて全会員の参加となり、内村部会長新体制で幸先の良いスタートを切れまし

た。総会後の懇親会では来賓や建築協会理事、OBの先輩方をお招きし、各委員長よ

り改めて事業計画を示しましたが、アフターコロナの活動を意識したより踏み込ん

だ事業が盛りだくさんとなっています。

　部会員一丸となり建築業の発展と若手経営者のスキルアップに努めてまいります。

　この度、令和６年度・７年度一般社団法人鹿児島県建
築協会青年部会部会長を拝命いたしました内村明高と申
します。
　私ども建築協会青年部会は創立当初より『情報の共有
化』『業界の社会的地位の向上』『産業発展への寄与』『地
域社会への貢献』を主な活動目的の柱として取り組んで
まいりました。私が部会長を務めます１期２年において
もこれらを軸に据え、積極的に取り組んでまいります。
　また、青年部会は若手の経営者の挑戦や交流の場とし
て機能してきました。その中で、前任の重留部会長は、
会員の自主性を重んじ新たな才能を発掘するとともに、
部会内・各方面との関係性を高めていただきました。そ
の心を継承しながら、会員が自由に発想・研鑽していけ

る会の運営に努めてまいります。
　さて、建築業界を取りまく環境は日々変化し、特に、
様々な法改正によって、「処遇改善」「働き方改革」「生
産性向上」が大きく進みつつあります。民間事業が多く
の割合を占め、多種多様な工種や事業者とのつながりで
構成される建築業界では、「施工管理」という視野に留
まらない取組が必要となります。次の時代の建築業を担
う青年部会の会員が知恵を出し合い、地域産業の中で存
在感を示し、求心力をもって前進するきっかけを作って
いけるよう努力してまいります。
　私ども青年部会の活動に対しまして、改めてお力添え
を賜わりますようお願い申し上げます。
　２年間どうぞよろしくお願いいたします。

▲ 定時総会

▲ カフェ・読書スペース

▲ 夜の外観

▲ 懇親会

▲ 参加者全員で
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会員企業施工事例
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全国的にどこの企業も人手不足に悩まされているところですが、同業種企業で構成されるいわゆる業界団体も同様に会
員数の減少を感じます。当部会でも令和６年３月に３名の卒会者を送り出しましたが、４月には３名の新入部会員に入
会いただき、会員数の維持という点では優秀な実績と感じます。ただそれは単に勧誘活動したからではなく、団体とし
ての魅力を作り上げようと励んできた部会員の高い意識が結果を生み出していると思います。変化を起こしていく取り
組みと変わることのない絆。切磋琢磨し合える仲間はいつまでも最高の宝物ですね。

先輩たちの働く姿

久徳建設株式会社
営業企画部

　山口廣乃心さん
　 　 2020年 鹿屋工業高校卒

② 高校時代準備しておけば良かったことは？
現在使用しているソフトはあまり使っていなかったので、授業で
学んだソフト以外のものも勉強しておけば良かったと思います。

③ 普段の仕事内容は？
上司の方が担当している物件の補助に入り、図面や確認申請な
ど必要な書類の作成を行っています。お客様との打ち合わせに
も同席するので、いろんな話が聞けて楽しいです。

④ 仕事のやりがい、どんな時が楽しいですか？
自分が図面等で携わった物件が実際に完成し引き渡した時に、
お客様の笑顔を見ると達成感とやりがいを感じます。

① 入社したきっかけは？
父親も設計士で、地元で就職したいと考えていた時にHPに記
載されている様々な実績を見て、色々な経験ができると思い入
社しました。

　芸能界の “ラスボス” こと小林幸子さん。
　自分の機嫌を誰かに求めても相手に迷惑をかけるだけ。
結局は自分の問題。

　「鏡の中の私」と会話することで自分をニュートラルな
ポジションに戻していく。

　自分では自分に嘘が付けない。自分の痛めたところを褒
めてあげて明日への活力を得る。

　誰もが認める大御所は世間が感じている以上に周りを気
遣うようです。その根底は “自分のことは自分事” の心。
誰しも意図せずに人を傷つけたりチームのパフォーマンス
を下げたりしていることはあります。大御所たる人こそ、
そこに最大の気配りが必要なのでしょう。

総務・IT委員会

マル川建設株式会社

川 原 大 地

会員研修委員会

株式会社末廣組

山 下 結 城

活動委員会

太陽建設株式会社

野 元 国 広

　総務・IT委員会では会員間および青年部会と鹿
児島で暮らす方々とのコミュニケーションの充実
を念頭に総会運営やIT化サポート、2000誌での活
動周知やPRを行ってまいります。受け手目線を大
切にその時の主役が輝けるよう最高の裏方として
凡事徹底で企画して参ります。

川口建設株式会社
（奄美市）

川 口 大 和
かわぐち  やまと

地元の高校卒業後タイル・石工の施工
会社に就職、その後２年間専門学校に
通い福岡の地場ゼネコンに勤めました。
30歳を機に帰省し現在の会社で働いて
います。
奄美では建築会社での同世代が少ない
ので、青年部会でいろんな情報交換を
させていただき、また自身のスキルアッ
プにも繋げたいと思っています。
趣味は魚釣り。
瀬渡しや船釣りで釣れた魚を家族や友
人と食べるのが楽しいです。
よろしくお願いいたします。

米満建設株式会社
（曽於市）

米 満 大 晃
よねみつ ひろあき

前職は関東エリアで土地やマンションな
どの不動産営業をしておりましたが、今
年の４月に現在の会社へ入社しました。
建築業については分からないことばかりで
日々勉強中ですので、青年部会の皆様か
らアドバイスをいただけますと幸いです。
鹿児島に戻ってからは関東ではなかなか
できなかった釣りを楽しむことが多くな
りました。また最近ではマージャンも覚
えまして、まだまだの実力ですが青年部
会のマージャン愛好家の方とも一緒に楽
しみたいです。
本部会での活動を通して地域の建築業界
を盛り上げていきたいと考えております
ので、何卒よろしくお願いいたします。

株式会社川原田工務店
（曽於市）

川 原 田  遼
　かわはらだ　りょう

この度、同じ大隅エリアの久徳建設さ
んよりお誘いいただき入会させていた
だきました。
現在の業務は主に土木工事に携わるこ
とが多いため建築施工については経験
がなく分からないことばかりですが、
青年部会の活動を通して皆様と交流を
深め建築業界について学んでいきたい
と思っています。
最近はゴルフが趣味で、スコアも気に
なるところですがプレー自体がすごく
楽しいです。青年部会ゴルフ部へお誘
いいただけると嬉しいです。
至らないところもあるかと思いますが、
ご指導いただけますと幸いです。

　会員研修委員会は経営者としての知識や、時代
の変化に対応していく為の情報を得られる「経営
者講習会」を実施します。また新入会員候補者の
方々にも参加して頂き、交流を図り建築協会青年
部会ならではの魅力を伝えて会員拡大を目指し、
２年間頑張って参ります。

　建築業が抱える深刻な問題を早急に現状打破す
る為に、活動委員会では業界で取組んでいる労働
環境の改善、テクノロジー進歩と働き方改革、ま
た、より安全で働き甲斐のある建築業の魅力を周
知いたします。若者や幅広い人材の獲得の一助と
なることを目的に２年間、頑張って参ります。
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編集後記 インターン募集
県内各地にある所属企業に

インターンで職場体験しませんか？

＊ 新任の委員長より ＊

＊ 仕事は志事 ＊

ち ょ っ と 一 息

＊ 新たな仲間の紹介 ＊

――「自分の機嫌は自分で取りなさい」――ためになる言葉
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